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（
促
進
区
域
内
海
域
に
お
け
る
制
限
行
為
で
許
可
を
要
し
な
い
行
為
）

第
三
条

法
第
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
維
持
管

理
の
た
め
に
行
う
行
為
と
す
る
。

（
促
進
区
域
内
海
域
の
利
用
又
は
保
全
に
支
障
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
）

第
四
条

法
第
十
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

海
底
の
掘
削
又
は
切
土
そ
の
他
海
底
の
形
状
を
変
更
す
る
行
為

二

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
ご
と
に
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
廃
物
の
投
棄

（
占
用
の
期
間
）

第
五
条

法
第
十
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
占
用
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
期
間
と
す
る
。

一

容
易
に
移
転
し
、
又
は
撤
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
の
施
設
又
は
工
作
物
に
よ
る
占
用

五
年

二

法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
公
募
占
用
計
画
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
よ
る

占
用

三
十
年

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
占
用

十
年

（
権
限
の
委
任
）

第
六
条

法
第
十
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
五
項
か
ら

第
七
項
ま
で
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項

並
び
に
第
二
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
整
備
局
長
又
は
北

海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
並
び
に
第
二
十
五
条
第
一
項
及

び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
あ
っ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

特
定
タ
ン
カ
ー
に
係
る
特
定
賠
償
義
務
履
行
担
保
契
約
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
法
附
則
第
二
条
の
政
令
で
定
め
る
日
）

２

法
附
則
第
二
条
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
法
の
施
行
後
最
初
に
法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
選

定
事
業
者
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
係
る
調
達
価
格
及
び
調
達
期
間
を
告
示
し
た
日
又
は

平
成
三
十
二
年
十
二
月
六
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
と
す
る
。

（
国
土
交
通
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

３

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
六
十
二
条
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年

法
律
第
八
十
九
号
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
国
土
交
通
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
四
十
七
号

特
定
タ
ン
カ
ー
に
係
る
特
定
賠
償
義
務
履
行
担
保
契
約
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令

内
閣
は
、
特
定
タ
ン
カ
ー
に
係
る
特
定
賠
償
義
務
履
行
担
保
契
約
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律

第
五
十
二
号
）
第
二
条
第
十
号
イ
及
び
第
十
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

特
定
タ
ン
カ
ー
に
係
る
特
定
賠
償
義
務
履
行
担
保
契
約
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第

百
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
十
一
億
二
千
万
円
」
を
「
十
一
億
円
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
九
千
百
一
億
千
百
四
十
一
万
八
千
円
」
を
「
九
千
三
百
二
十
七
億
四
千
八
百
七
十
四
万
五
千
円
」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
四
十
八
号

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制

定
す
る
。

予
防
接
種
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
肺
炎
球
菌
感
染
症
（
高
齢
者
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。）の
項
第
一
号
中
「
六
十
五
歳
の

者
」
と
あ
る
の
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
「
平
成

三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
百
歳
以
上
の
者
及
び
同
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
六
十
五
歳
、
七
十
歳
、
七
十
五
歳
、
八
十
歳
、
八
十
五
歳
、
九
十
歳
、
九
十
五
歳
又
は
百
歳
と
な
る
者
」と
、

同
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
「
六
十
五
歳
、
七
十
歳
、
七
十
五
歳
、

八
十
歳
、
八
十
五
歳
、
九
十
歳
、
九
十
五
歳
又
は
百
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度
の
初
日
か
ら
当
該
年
度
の
末
日
ま

で
の
間
に
あ
る
者
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三




		2019-03-19T14:54:00+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




